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午後６時３１分 開会 

○山口係長 定刻になりましたので、開催してまいりたいと思います。 

 本日はお忙しい中、御出席いただきましてありがとうございます。 

 時間になりましたので、2021年度第２回町田市障がい者施策推進協議会を開催させていただ

きます。 

 本日の司会を務めます、私、町田市地域福祉部障がい福祉課総務係長の山口です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 現在、緊急事態宣言の発令がされております。本日の会議時間を20時までとさせていただけ

たらと思いますので、議論のお時間を確保するため、議事の進行等に御協力、どうぞよろしく

お願いをいたします。 

 恐れ入ります、以後の司会を着座にて失礼いたします。 

 本日は、コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ウェブ会議を併用する形で運営しておりま

す。皆様、ウェブ会議での参加の方、接続等に問題はないということで大丈夫ですね。 

 それでは、本日の出席者の確認をいたします。 

 ウェブでの御出席が佐藤委員、森委員、馬場委員、藤谷委員、清水委員、風間委員、浅野委

員、坂本委員、町野委員、鈴木委員の10名となります。なお、佐藤委員におかれましては、少

し遅れての参加ということで御連絡いただいております。現地で御出席いただいておりますの

は井上職務代理、石渡委員、谷内委員、中川委員は少し遅れての参加、もしくは、状況によっ

ては欠席との連絡をいただいております。松﨑委員、小野委員、堤委員、森山委員の、予定で

は９名となりますが、本日、降幡委員と赤松委員は御欠席となります。 

 なお、本日、会議の議事録作成のため、委託業者の会議録研究所が同席しております。正確

な議事録作成のため、発言される方は、発言の前に名前をおっしゃってから発言をいただきま

すようお願いをいたします。 

 それでは、本日はウェブ会議ということですので、会議のルールについて簡単に確認をさせ

ていただきます。 

 まず１つ目に、発言される際は「挙手」ボタンを押して、指名があるまでお待ちください。

２、指名された方は、御自分でマイクのミュート解除をしてお話ししてください。３、発言後

は「手を下げる」ボタンを押して、手を下げてください。 

 それでは、今度は事前に配布をしました資料の確認をいたします。 

 まず、会議次第が１枚と、その後、資料１としまして「第５次町田市障がい者計画付属資料
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（2020年度実績） 障がい者施策推進協議会及び各部会からの意見」、資料２－①「町田市障

がい福祉事業計画（第５期計画）2020年度までに達成をめざす成果目標【2020年度実績】」、

資料２－②「障害福祉サービス等の実績」、資料２－③「サービス提供体制確保のための方策

の主な実施状況」、資料２－④「参考資料」、資料２－⑤「障がい福祉事業計画の振り返り 

各部会からの意見」、資料３－①「町田市障がい者プラン21－26 重点施策一覧と2021年度目

標値・進捗状況」、最後、資料３－②「町田市障がい者プラン21－26の重点施策における2021

年度目標値・進捗状況に対する意見」、資料は以上となります。 

 また、本日、会議の中で第５次町田市障がい者計画と町田市障がい福祉事業計画（第５期計

画）、あと、町田市障がい者プラン21－26を御参照いただく場合がございますので、お手元の

ほうに御用意お願いいたします。 

 それでは、次第に移ります。 

 １、開会、会長の選任についてです。 

 岩崎会長の退任により、現在、会長が不在になっておりますので、進行を職務代理者である

井上委員にお渡しいたします。 

○井上職務代理 井上です。 

 それでは、６月28日でしたか、今年度の第１回障がい者施策推進協議会をもちまして岩崎会

長が退任されました。 

 つきましては、この町田市障がい者施策推進協議会条例第５条の規定により、後任の会長さ

んを決定したいというふうに思っております。 

 条例上、会長は委員の互選によるということになっておりますので、皆様、このことについ

て何か御意見ございますでしょうか。 

 小野委員、お願いします。 

○小野委員 小野です。石渡委員を推薦いたします。 

 石渡委員は、東洋英和女学院大学の名誉教授であります。また、日本障害者協議会の副代表

も務められています。 

 町田市の福祉分野では、町田市社会福祉協議会の市民後見人育成委員会の委員長や福祉サポ

ートまちだ運営委員会の委員長を務めていらっしゃいます。 

 さらに、津久井やまゆり園事件が起こった直後ですね、あの事件検証委員会の委員長も務め

られました。 

 障がい福祉分野における学識や経験を踏まえますと、岩崎会長の後任として適任ではないで
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しょうか。 

○井上職務代理 ありがとうございます。 

 ほかに御意見ございますでしょうか。 

 それでは、賛成いただける方、挙手でお願いいたしたいと思います。いかがでしょうか。 

（挙手） 

○井上職務代理 それでは、挙手多数ということでございます。 

 それでは、石渡委員に会長を今後お務めいただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、席を替わっていただきたいと思いますので、どうぞ会長席まで御移動をお願いし

ます。 

 それでは、ここで石渡会長に御挨拶をいただきたいと思います。石渡会長、よろしくお願い

いたします。 

○石渡会長 皆様、こんばんは。今、会長に御推挙いただきました石渡と申します。 

 私は、今、町田の社会福祉協議会にはいろいろと関わらせていただいていますし、町田の福

祉行政については、個人的に随分前からいろいろと関心を持っておりました。お世話になって

いる方もたくさんいて、町田の取組というのは、またいろんな意味で先駆的だなというふうに

思っております。 

 今回、委員長という重責につかせていただきますが、岩崎会長のようにいかないところも

多々あるかと思いますけれども、どうぞ御協力、よろしくお願いいたします。 

 では、ということでよろしくお願いいたします。 

○井上職務代理 ありがとうございました。 

 それでは、ここで一旦進行を事務局のほうにお返ししますので、お願いします。 

○山口係長 ありがとうございました。 

 石渡会長の任期につきましては、町田市障がい者施策推進協議会条例第４条に基づき、岩崎

会長の残任期間である2022年10月31日までお願いすることとなります。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○馬場委員 すみません、町田市社会福祉協議会の馬場ですが、会長の声はよく入るんですけ

れども、事務局の声が途切れ途切れに入っちゃうんですよ。ほかの方はそんなことないですか

ね。ちょっと声の出し方気をつけていただければありがたいんですが。 

○山口係長 承知いたしました。 



 4 

 ウェブ会議のほうで出席されている委員の方々、事務局、私、山口の声は特に途切れること

なく届いておりますでしょうか。 

○藤谷委員 藤谷です。私も同じで、今、会長の声はよく聞こえたんですけれども、それ以外

の声があまりよく聞こえていないです。 

○町野委員 すみません、町野ですけれども、やはり、同じように聞こえないので、よろしく

お願いします。 

○山口係長 失礼いたしました。 

○風間委員 風間ですけれども、同様です。 

○佐藤委員 佐藤も同じです。 

○山口係長 今はいかがでしょうか。今、この状況でお話を……、今は聞こえますか。大変失

礼いたしました。以後はこの内容で進行を、司会を続けさせていただきたいと思います。失礼

いたしました。 

 そうしましたら、ここからの進行を石渡会長にお渡しいたします。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○石渡会長 石渡です。では、ここから私が進行させていただきます。 

 まず初めに、町田市障がい者施策推進協議会条例第５条第３項では、会長に事故があるとき

は会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理するというふうに定められています。会長

が変更しましたので、改めて職務代理者を指名させていただきたいと思います。 

 これまで町田市の障がい福祉の行政、いろんな意味で推進をしてくださってきていらっしゃ

って、幅広い見識をお持ちの井上委員に引き続き職務代理者をお願いしたいと思うんですけれ

ども、お引き受けいただけますでしょうか。 

○井上職務代理 前任会長さんのときも同様ですけれども、石渡会長さんを十分サポートでき

るかなと思うと荷が重いところです。私自身ももう後期高齢者直前でございますので、やれる

限り一生懸命務めたいと思います。委員の皆様とともに会長を支えてこの会議を進めてまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○石渡会長 石渡です。ありがとうございました。本当に心強いです。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、次第の２番目、報告事項の１ということで、第５次障がい者計画2020年度実績の

振り返りについてというところに入らせていただきます。 

 事務局からの説明をお願いいたします。 
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○後藤主任 事務局の後藤です。よろしくお願いいたします。 

 こちら、声のほう、聞こえていますでしょうか。画面見ている方、○とかで表していただく、

大丈夫ですかね、ありがとうございます。 

 それでは、お手元の資料１を御覧ください。 

 こちら、資料１です、第１回の協議会にて町田市第５次障がい者計画の、通称実行プラン

2020年度の振り返りを行わせていただいたかと思います。その際に出された意見と、その意見

に対する回答をこちらに集約させていただきました。 

 障がい福祉課所管分については、前回、その場で回答させていただいていたかと思いますの

で、他課からの回答分について、この資料の説明の中で紹介をさせていただければと思います。 

 まず、資料１の意見の、通し番号で申しますと、ナンバーというところ、こちらの１番、学

び、文化芸術、スポーツ活動のことの障がい者青年学級充実に向けた調査・研究事業のところ

ですね。こちら、意見といたしましては、協議会の提案理由に立ち返っての振り返りをという

ような御意見をいただいておりまして、それに対して生涯学習センターからの回答になります。 

 こちらの回答の内容が、そもそもこの事業の協議会からの提案理由なんですけれども、そも

そもが青年学級の定員に空きがないこと、スタッフの確保などの支援体制の充実も必要という

ようなものでした。 

 それに対しまして、生涯学習センターからの回答は、スタッフ募集についての手法の検討で

すとか、定着化に向けた工夫を行っていくというところで、こちらのほう、回答をいただいて

いるというところでございます。 

 2020年度、コロナ禍でスタッフが離れてしまったというところと、大学の授業のリモート化

などでスタッフ募集ができなくてスタッフが減ってしまったというような事情があったという

ところで、それに対して2021年度、大学の授業にリモート参加をするなど行いまして、一定程

度応募があったというところということです。 

 続きまして、ナンバー２です。３－５、家庭・家族を尊重すること、町田市育児支援ヘルパ

ー派遣事業になります。 

 こちら、育児支援ヘルパーの利用実績が減っているということについて、ヘルパーの利用時

間のミスマッチなど改善点を分析した進捗管理を行っていく必要があるという御意見に対して、

子ども家庭支援センターからの回答になります。 

 2018年度の利用者の減少に直結した要因というのは特定できなかったけれども、2019年度、

2020年度の減少というところはコロナの要因が大きいというようなところ、それから、所管課
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でも利用者の増加を目指す取組というところを具体的に行っていっているということで、利用

対象者の拡大や、周知のためのリーフレットの作成、それから、ヘルパーの事業者間での時間

調整を行って、利用者の希望とヘルパーの事業者の入れる時間とのミスマッチが起こりにくい

ようにというところで、そういったところの事業者間での時間調整などを行うなど取り組んで

いるというようなお話をいただいております。 

 続きまして、ナンバー３です。こちら、文化、芸術・スポーツ活動、保健・医療、情報アク

セシビリティ、生活環境と安全・安心のこと、理解・協働のこと、ちょっと複数分野にまたが

っているものになります。 

 こちらが、文化プログラムですとか、ホームページの再編というようなところも事業として

は関連というところで幾つか書かせていただいております。所管課、こちらが文化振興課、広

報課、健康推進課、障がい福祉課、福祉総務課と複数の課が関わっております。 

 こちらの御意見では、様々な事業の広報のことについて、「ホームページに掲載しました」

という報告が多いけれども、町田市のホームページのトップから、障がいに関する情報を見つ

けるというのが難しいというような御意見でした。 

 ホームページの作りの中で、障がいというところが目立つところにメニューにないので、結

構深いところまでリンクをたどっていかないと入れないというようなところで御意見をいただ

いていたかと思います。そういったホームページで周知というところだと、効果が、情報がち

ゃんと届いていないんじゃないかというところが結果として出ているんじゃないかというとこ

ろです。 

 こちらについて、この回答として、まずご意見としてうかがいますというところで、これは

複数課の課が関わってくるので、まずは一旦御意見として伺わせていただくというところには

なるんですけれども、ホームページ等について広報課から情報提供のほうをいただいておりま

して、トップページの作りなどについては、障がい福祉課からまた個別に相談してほしいとい

うところと、今後の改修や一時的に目立たせるというような、そういうやり方等についてまた

対応を検討するということでお話をいただいております。 

 また、メールの情報発信の方法などもあるようですので、こういったところ、またちょっと

広報課等にも相談させていただきながらというところになるかと思うんですが、障がい福祉課

のほうでもどういった情報の周知がいいのかというところ、ホームページのつくりとかにも関

係しまして、こういった意見、参考に研究していきたいと思っております。 

 他課からの回答の紹介については以上になります。ありがとうございました。 
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○石渡会長 石渡です。ありがとうございました。 

 こちら、本当に貴重な意見がたくさん出て、丁寧な回答が行政からも来ているなと私は思い

ました。 

 今の御説明について、何か御質問、御意見おありの委員の方いらっしゃいましたらば御発言、

堤委員が、まずは会場のほうで手を挙げてくださいましたので、堤委員、お願いいたします。 

○堤委員 すみません、先ほどの説明で、最後の部分がとても気になったというか、メール配

信の障がいのカテゴリーを作成し、情報発信してはいかがでしょうかって、これは誰に向かっ

て言っているのか、利用者が、障がいを持った私たち市民がそういうカテゴリーをどこにつく

ったら直接情報をもらえるのか、ここの具体性がよく分からなくて、何らかの方法で、例えば、

事業所だといろんなメール配信来るんですけれども、個々人にもメールを配信するシステムが

あるのなら、ぜひ、具体的に教えてほしいと思いました。 

○石渡会長 石渡です。堤委員、ありがとうございました。 

 今の堤委員の御質問については、では、後藤さん、お願いします。 

○後藤主任 事務局の後藤です。 

 広報課からの回答というところで、このメール配信の障がいのカテゴリーの作成については、

行政側の話というところになります。例えば、障がい福祉課ですとか、ほかの課が何か発信す

るときに「障がい」というようなカテゴリーを事前につくっておいて、「障がい」にまとめて

その情報を、配信を受けている人に対して送るということができるということで、行政側の取

組の中でこのようにしていったらどうかというようなお話になります。 

○石渡会長 どうぞ。 

○堤委員 ということは、これは行政、広報課から障がい福祉課なり、行政への提案であって、

まだここから障がいを持った市民に対する道筋ができているというわけではなくて、これから

の課題だと思っていいんですよね。 

○石渡会長 今、堤委員から確認、どうぞお願いいたします。 

○後藤主任 事務局の後藤です。 

 そうですね、まだちょっとどのようにつくっていくかというところは検討していくというと

ころなので、こういった広報課からの情報等を参考に考えていきたいと思っております。 

○堤委員 ありがとうございました。 

○石渡会長 石渡です。それでは、ホームページへのアクセスもしやすくなるかということで

すので、ありがとうございました。 
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 ほかに何か、この議題に関して確認しておきたい委員の方とかいらっしゃいますか。 

 ウェブのほうも特にいらっしゃらないでしょうか。 

 それでは、特にこのほかには御質問とかないようですので、次の議題に進ませていただきま

す。 

 それでは、３番目になります。町田市障がい福祉事業計画（第５期計画）2020年度実績につ

いてということで、事務局からの説明、またお願いいたします。 

○福永主任 事務局の福永です。 

 それでは、2020年度障がい福祉事業計画の実績について、振り返りの資料を御説明させてい

ただきます。 

 まず、第５期の障がい福祉事業計画は2018年度から2020年度までの３か年の計画になってお

りましたので、第５期の計画は昨年度末で計画期間が終了となりました。 

 実績は、資料番号２にまとめてありまして、５種類あります。２－①から２－⑤までですね。

順番に御説明しますので、御用意ください。また、必要に応じて、お持ちの方は計画の冊子と

併せて御覧いただいてもいいかと思います。 

 まず、資料２－①です。「町田市障がい福祉事業計画（第５期計画）2020年度までに達成を

目指す成果目標【2020年度実績】」、こちらの資料をお手元に御用意ください。 

 こちらは、大きく４種類成果目標がありまして、１ページ目が、施設入所者の地域生活への

移行で、めくっていただいて、２ページ目が、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム

の構築と、あと地域生活支援拠点等の整備になっております。３ページ目と４ページ目につい

ては、福祉施設から一般就労への移行となっております。 

 それぞれ成果目標と、あと、この成果目標を達成するための方策を載せております。 

 各年度の実績を記載しているんですが、この方策のほうの評価は、○が実施できたというも

の、△が一部実施できた、×が実施できなかった、この３種類になっております。 

 新型コロナウイルスの影響を受けた事業も一部あるんですけれども、ただ、コロナ禍におい

ても障害福祉サービスですとか、その他の支援制度については継続していくものですので、

2018年度や19年度と同じ基準でこちらは評価をしておりますので御了承ください。 

 続きまして、資料２－②に移ります。 

 こちらは両面数字などがたくさん書いてある資料になりますが、片方の面が障害福祉サービ

スになっていて、その裏面が地域生活支援事業と、あと障害児通所支援の数字が入っておりま

す。それぞれ見込みと実績値の対比になっていまして、ちなみに、障害福祉サービスの中の訪
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問系サービス、日中活動系サービス、居住系サービス、あと障害児通所支援については、この

数字は１か月当たりの数字になっていまして、その他の事業は１年当たりの数字になっていま

す。 

 続きまして、資料２－③「サービス提供体制確保のための方策の主な実施状況」になります。 

 こちらは、計画冊子では24ページから69ページの中で、それぞれサービスや事業のところに、

サービスを提供するためにこういうことをやりますというのを書いているんですけれども、

2020年度取り組んだ内容を事務局で抜粋したものになります。 

 続きまして、資料２－④「参考資料」になります。 

 こちらは全部で６種類資料がございます。資料ごとに右上のほうに番号を振ってあります。

向きが違うものは若干見づらいかもしれないんですが、御確認ください。 

 この表紙の紙をめくっていただいて、１つ目の資料が障害者手帳の所持者数、あと、精神の

自立支援ですとか、難病などの件数になっております。 

 続いて、次の紙ですかね、２つ目、こちらが日中活動系サービスの事業所の定員の数と実利

用者数の数になっております。こちらが紙２枚分ございます。 

 次が、大きい表になっておりますが、３つ目、グループホームですね、そちらの定員の数と

利用者の数の状況になります。こちらも大きい紙２枚分が一つの資料になっております。 

 次が、４つ目です。緊急一時保護と移動支援の状況という資料になっております。 

 そちらを１枚めくっていただきますと、５番目、こちらが重度訪問介護の実績になります。 

 こちら１枚めくっていただいて、最後、６番目の資料が、町田の丘学園の生徒数に関連する

資料になっております。 

 続きまして、資料２－⑤「障がい福祉事業計画の振り返り 各部会からの意見」に移ります。 

 この後、御議論の中で各部会長の皆様におかれましては、簡単にうちの部会ではこんな議論

が出たよというところを御紹介いただければと考えているんですけれども、資料のほうは、障

がい者計画部会、就労・生活支援部会、相談支援部会の順番でまとめてありますので、御覧く

ださい。 

 資料は以上になりまして、こちらの計画では、サービスの実績の量ですとか、結構細かい数

字が多くなっているんですけれども、この後、御意見をいただく際にはできる限り委員の皆様

が分かりやすいように御発言いただきますよう、御協力をお願いいたします。 

 説明は以上になります。 

○石渡会長 石渡です。ありがとうございました。 
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 では、今、事務局の説明にもありましたけれども、この2020年度実績については各部会で振

り返りを行っているということです。 

 それぞれの部会長さんから資料２－⑤に基づいて部会での振り返りの御報告をお願いしたい

と思います。 

 では、まず、計画部会、小野部会長、お願いいたします。 

○小野委員 小野です。資料２－⑤に入る前に資料２－④の数字を見ていただきたいんですが、

いつも計画部会ではこの資料に基づいて計画の見込量の達成状況、目標値の達成状況を評価を

しています。 

 資料２－④の１ページ目を開くと、障害者手帳の数の推移がありますが、実は、ちょっと気

にしているのは、2019年、2020年と、一番上の合計を見ていただきたいんですけれども、障害

者手帳、減っているんですね。ちょっとこれが、がたっと減っているわけではないんですけれ

ども、気になっています。 

 障がい種別でどこが変化があったのかで見ると、肢体不自由が減っているんですね。年齢の

ところでは、いずれも差異がないんですけれども、18歳未満、18歳以上のところで見ると、年

齢が、18歳以上のところで減っている。知的障がいのほうで言うと、変化はないんですけれど

も、身体障がいのほうで若干そういう変化がある。 

 精神がその裏側ですね。精神については増えているという数字になっています。 

 それに対して、この障がいのある人たちに対して町田の障がい福祉は十分支援ができている

か、否かが評価のポイントになります。 

 その続き、後で詳細は見ていただきたいんですけれども、傾向だけを言っておきますね。次

の２ページの生活介護なんですけれども、ここは、ほぼ毎年定員を超える実員がほとんどです。 

 次のページの、移行支援を飛ばして、４分の３ページですね、６番の就労継続のＢ型のとこ

ろを見ていただきたいんですけれども、一番下の合計は定員を超過するんですけれども、事業

所ごとに定員を割っているというのは、いつも傾向としてはあります。 

 それから、４の４ページが放課後等デイサービス、これがすさまじい数増えました。株式会

社立が相当入っています。６割ぐらいかな。この登録者数を見ていただければ分かりますが、

定員を相当に超える数が利用しています。 

 もう一つ、町田でここ数年飛躍的に伸びてきた、増えたのが、次のページのグループホーム、

これも個別のグループホームの定員というか入居者数とか、ショートステイの実施などは見て

いただきたいんですけれども、裏面、グループホームの裏面の一番下、これもいつもの傾向な



 11 

んですが、定員の80％台というのが、つまり、空きがあるということですね。 

 最後に、緊急一時飛ばして、重度訪問介護のＡ３の表ですね。これの見方、これも毎回お話

ししていると思うんですが、これは、多分、町田市独自に、これは堤さんたちと相談しながら

市役所にお願いしていつもつくってもらっている表なんですけれども、その月の時間数ごとに

どれだけ支給量、支給時間数を取得している人が毎月どれぐらいの時間数を重度訪問介護で暮

らしているのか、その人数の推移を見ています。これも重度訪問介護が足りているのか、どう

なのかを評価するのに重要な表になります。 

 最後のＡ４につけているのも、これも町田市の特別支援学校の進路のほうで、前からずっと

つくってもらっているんですが、今後の町田市の特別支援学級と特別支援学校の卒業生見込で

すね。 

 ４段目の町田の丘学園卒業生予測、ここがトータルな数字。だから、来年の高等部の３年生

の卒業生見込は48人だよ、再来年は48人だよって見ていきます。もっと中学生になってくると

増えてきますね。 

 こういったものを見渡しながら障がい者計画部会で第５期の評価をしました。 

 資料２－⑤の１枚目から２枚目の途中までが計画部会の中で話し合われた意見です。就労や

相談支援もありますので重複する部分は省いて、主に、そうすると、地域生活、あるいはグル

ープホーム、そういった点での意見が多くありました。 

 一番特徴的なのは、グループホームがこれだけ増えたにもかかわらず、重度の医療的ケアや、

あるいは全介助の必要な、あるいは強度行動障がいの支援が必要な人たちのグループホームが

全然足りないという意見が幾つも出されています。 

 また、４番目のところで、新しい動きについては、この表を見ていただければいいんですが、

２－⑤の４番目のところは、これは当事者の声なんですが、実際にグループホームで暮らして

いる知的障がいの当事者の方が、ここでは食事のバランスが悪いという意見が出されて、書か

れていますが、その方が伝えたいことは、入居者の生活や困り事や相談したいことがなかなか

支援者とコミュニケーションがうまくいかなかったり、食事にしても、生活の支援内容でも、

どうも支援が行き届いていないという主張、意見でした。 

 あと、一番下の８番ですね、その前に６番のところで、施設を出て地域移行を、あるいは、

病院を退院後、８番のところもそうなんですが、精神科病院を退院した後の地域移行、地域生

活を支えていく上での支援がやはり十分ではないねという、そういったことが主に意見として

出ました。 
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 就労や相談に関わっては省略させていただきます。 

○石渡会長 石渡です。部会長、分かりやすい御説明、ありがとうございました。大事な御意

見がたくさん出ているなと思いますが、この後、２部会について御説明をしていただいた後、

委員の皆様からの御意見を伺いたいと思います。 

 それでは、続いて、就労・生活支援部会の谷内部会長、お願いいたします。 

○谷内委員 谷内です。 

 資料２－⑤の就労・生活支援部会のところを御覧ください。 

 まず、数字のほうが書かれておりまして、実際に就労移行のところですけれども、就労移行

支援事業のところで、りんく、レッツ、らいむの就労者が49名、こちらのセンターを使って就

労した方が49名、目標値は65名でしたがということと、それと、それ以外の就労継続支援等の

サービスから移行した方たちがそこにあります78名ということで、こちらは、目標値と同数に

なっています。 

 ちょうど図に描いていただいていますけれども、重複される方たちが７人いらっしゃったと

いうことで、当センターを経由した方たちが49ということをここで示しております。 

 次のページからが、就労移行等のことが書かれて、引き続き書かれております。 

 まず、２番のところでしょうかね、２番のところを御覧いただきますと、少しそこを読ませ

ていただくと、就労移行支援等の障害福祉サービスのみで70人強が一般就労できている一方で、

障がい者就労・生活支援センター等も併せて登録している人は少数であり、センターを通じた

移行率が低いということが一つ課題として挙げられております。 

 次の回答のほう、意見に対する回答のところを御覧いただきますと、この項目では福祉サー

ビスを利用して一般就労した人数を算出している、これとは別にセンターを利用して49人が一

般就労した実績があると書かれております。 

 その次、３番のほうにいきますと、民間の就労移行支援事業者からの一般就労が非常に実績

を上げてきているため、今後、就労・生活支援部会としても民間の事業者等の意見を反映して

いく必要があるんではないか。 

 これに関しましても、コロナ禍で具体的に動けていないんですけれども、以前から株式会社

等の就労移行支援事業者が多数町田に参入している現状から、そういったところとも連携をし

ながら、また、そちら側の要望といいますか、お考えなんかも共有しながら就労支援を進めて

いく必要があるんではないかということで、以前も見学等も予定していたのですが、コロナ禍

でそれも延期になっている状況にあります。 
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 次、５番のところ入っていただきますと、そこの回答のほうですね、86.5％という数字的に

はよいと思うけれども、実際の内訳として、精神障がいがある人の割合はどうなっているかと

いうことに対しては、2019年度中に新規で就労定着支援を利用した方52人の障がい種別は、身

体、知的、精神となっている、2020年度の定着状況に関しましては、途中で支援終了した方が、

１年以内に６名という方が離職しているということが書かれております。 

 就労・生活支援部会からは以上となります。ありがとうございました。 

○石渡会長 石渡です。谷内部会長、ありがとうございました。就労の特徴もよく見えます。

ありがとうございます。 

 それでは、相談部会につきまして、堤部会長、御報告をお願いしてよろしいでしょうか。 

○堤委員 堤です。 

 相談支援部会、５つ意見が挙がっていますけれども、この意見が全て成果目標の施設入所者

の地域生活への移行という部分についての質問や意見が集中しました。 

 大きく分けて地域への移行ということとグループホームということになるんですけれども、

地域生活への移行としては、実際、減らすどころか、移行する人がいても入る人もいるという

ことで、実際的には数字が増えている。結局、実際に相談を受けていても施設入所が最終目標

といったような傾向や現実があるということとか、そのハードルはどこにあるのかということ

になると、せっかく入れたのにまた地域に戻るという発想がなかなかないということが障がい

福祉課のほうでも言われたりしていました。 

 だから、逆に、そういった施設がグループホームをつくった場合には比較的グループホーム

に行く確率が高くなるのではないかということと、あと、グループホームは先ほど別の方から

も出ていましたけれども、町田はたくさんできたにもかかわらず、障がいの重い人が入れるグ

ループホームが少ない。グループホームの数値目標にしても、単に数だけの問題ではなくて、

人一人にとって、その利用者の支援内容とかが異なるので、それらの内容をきめ細かく把握し

た上で、それぞれの支援目標ごとに数値目標というのもつくっていく必要があるのではないか

とか、あと、グループホームの前提となるショートステイの数がいま一つ使いにくいというか、

なかなか実際に利用ができないというような指摘がありました。 

 この資料の中に挙げられているのは、全て、先ほども言いましたように、施設入所者の地域

生活への移行ということなんですけれども、相談支援絡みとして、もともとあった成果目標と

して、今日配られている資料の２－①の２ページですね、３－３で地域生活支援拠点等の整備

というのがあって、実は、これ、相談支援部会のメインテーマなわけです。 



 14 

 相談支援部会、前回の振り返りをやったときにこの資料、同じ資料が配られており、このと

きの方策という中で、読んでいただけると、2018年度は、町田市に合った実施体制について研

究しているところです、2019年度も同じで、2020年度は、設置について検討しましたというふ

うになっていて、実際の方策としては、2020年度には都や他市の事例を収集しました、評価○

で、地域生活拠点として備えるべき機能的内容及び仕組みの構築に向けた検討をしました、○

で、私たち、実際こういった議論をずっと続けていて、またこの振り返りをやった日もこの後、

今年度のもう少し細かな方策とかを話し合ったりしていたので、この○、○というところで、

実際の振り返りにはあまり話題が出てこなかったんですけれども、今日の議論に備えて改めて

この第５期計画というのを読み直したところ、18ページですけれども、成果目標の設定という

のは、地域生活支援拠点等の整備ということで、拠点機能の整備完了、つまり、2020年度末ま

でに拠点整備が完了していなければいけないという目標に置き換えたら、これ、全然○じゃな

いじゃないですかというのを、実は、今日発見しまして、市のほうにもお問合せしたわけなん

ですけれども、そのあたり、ちょっと事務局のほうでも、資料で配られているものとこの成果

目標とのそごについての補足説明をお願いしてもよろしいですか。 

○松田係長 事務局の支援係の松田と申します。聞こえますでしょうか。聞こえていますか、

大丈夫。 

 今の御指摘のところですね、ちょっと認識の、これまで、昨年度、この次期計画をつくるこ

とでもですね、まず、地域生活支援拠点とは何かというところを軽くお話しすると、これは、

2023年度までに、新しいほうの、21－26の計画をもしお持ちでしたら、そこの75ページに書か

れているんですけれども、地域の中に相談、５つの機能を備えた拠点をつくりなさいというこ

とになっていまして、それを2023年度までにつくりなさいという国の指針になっています。 

 これについて、その５つというのは、相談に乗れる体制、それから、緊急時の受入れと対応、

グループホーム等の体験の機会の場をつくる、それから、専門的人材の確保・養成と、地域の

体制づくりということになっていますが、こちらの認識としては、相談については微増ながら

相談支援事業所さんが増えてきたことや、相談支援事業所連絡会などを開いていましたので、

相談についての強化はできているのかなという認識、あるいは、緊急一時の受入れについては、

これも土日を含めて緊急一時の対応ができるような体制、緊急一時保護の事業がありまして、

対応できる体制がつくれていたので、できているかなという認識がありました。 

 グループホーム等も体験の利用が増えていますので、そういうことができているんだという

ふうに、面的整備ですね、拠点の整備か面的整備、どちらかをしなさいということなんですけ
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れども、町田市としては、既存の事業所を使いながら面的に整備していくんだということで、

この３つについてはできているんだ、できてきたので、2020年度で完了のような認識でいたん

ですけれども、実は、今年度になって、また東京都から確認の調査が入りまして、そのときに

どういったことをもって完了かということを聞き直したんですね。 

 すると、やはり、要綱をつくって、実際にその事業所に、お恥ずかしい話なんですけれども、

給付ができる体制、相談支援事業所ということで認定されると、例えば、緊急時に受け入れた

ときに何点という給付があるわけですけれども、それにプラス50点とか100点とかという加算

がつくんですね。そういった加算ができるような体制ができていないといけませんということ

で、とてもお恥ずかしい、認識の甘さがあったわけですけれども、そういったことで、不十分

な体制だったにもかかわらず、そういった誤った、誤ったといいますか、20年度の総括として

は完了というようなことで書いてしまったということです。 

 ちょっと本当に回答にならない回答になっていますけれども、そんな事情です。 

 以上です。 

○堤委員 ありがとうございました。というわけで、部会長の堤です。 

 やっぱり、2020年度で完了はしていないというところで、引き続きこの拠点整備については

今年度も具体的な、今年度、ちゃんと東京都に認められるような方向で具体的な整備をしてい

きたいと考えております。 

 以上です。 

○石渡会長 石渡です。堤部会長、ありがとうございました。拠点についてはまだ課題だとい

うことです。 

 今、３部会長から御報告をいただいて、町田の課題というのがかなり整理されているなとい

うふうに思いましたが、御説明をお聞きになって、委員の皆様、何か御質問、御意見、ありま

したらば挙手をお願いいたします。 

 ウェブの方、どなたかいらっしゃいますか。 

○石渡会長 どなたか手を挙げて…… 

 風間委員、どうぞ、風間委員。 

○風間委員 資料２－③なんですけれども……聞こえていますか。 

○石渡会長 聞こえています。 

 資料③ですね、どうぞ。 

○風間委員 ナンバー２のところなんですけれども、同行援護で、当事者団体との……聞こえ
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ています。 

○石渡会長 聞こえています。同行援護についてですね。 

○福永主任 声が遅れちゃっているのかもしれないです。 

○石渡会長 同行援護についてというところまでは聞こえたのですが。 

○福永主任 風間さん、ちょっと時差が出ているみたいなので、一回そのままお話続けてもら

ってもよろしいですか。 

○風間委員 聞こえていますでしょうか。 

○石渡会長 すみません、石渡です。風間さんの声は会場にはよく聞こえるんですけれども、

会場からの声が風間さんに届いていないように思います。ちょっと…… 

○風間委員 ……内容と……その回答について聞かせていただきたいんですが…… 

○福永主任 ちょっと電話してみます。 

○石渡会長 すみません、今、風間さんに電話をしてくださるということですので、ちょっと

すみません、風間さんの発言を少しそのままにしておいていただいて、ごめんなさい、ほかの

委員の方で何か御意見おありの方、いらっしゃいますか。 

 特に挙手されている方はいらっしゃらないでしょうか。 

 風間さんについて、ちょっと電話で、事務局のほうで確認をしてくださるということです。 

 それでは、この2020年度の振り返りについては、いろいろ課題も整理をしていただいたので

すが……風間さんからですか、今、発言は。 

○福永主任 電話がつながっているので、私が代読します。 

○石渡会長 ちょっとやはりうまくいかないことがありますが、申し訳ございません。 

 一応、第５期計画の振り返りはこれで終了、完了ということになります。 

○風間委員 あまり調子よくないようなので、後ほど文章で提出したい…… 

○後藤主任 すみません、事務局の後藤です。今、事務局の福永が確認しまして、電話で直接

聞き取っているということなので、その後、福永のほうから代読という形に、お時間あればさ

せていただいて、なければ、また書面等で意見のほうを共有させていただければと思いますの

で、大変申し訳ございませんがよろしくお願いいたします。 

○堤委員 すみません。 

○石渡会長 堤委員、どうぞ。 

○堤委員 その間に、今、終わってしまいそうな怖さを感じたので、私も発表だけではなくて

質問も実はあったので、質問してもいいですか、その間に。 
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 資料２－④でものすごく気になっていることがあって、障害者手帳の状況の裏のページで、

精神障害者手帳・難病等の状況というところの、コロナの影響もあるのかどうだか分からない

んですけれども、自立支援医療の利用者数というのが2019年度から20年度にかけて半減してい

る、この半減でもびっくりしたんですが、その下の人工透析の更新数が、それまでずっと３桁

で800人台だったのがいきなり２人になっているって、これは一体どういった状況なのかって、

ここだけは確認しないとと思っていたので、あとそのもう一個上もありますね。２つ上か、一

般難病の更新というのも2,756人が942人という、半減以下なので、この３点がものすごく気に

なったので、ぜひ、教えてください。 

○石渡会長 石渡です。失礼いたしました。事務局、お願いします。 

○松田係長 支援係の松田です。 

 まず、自立支援の精神通院のことについてお答えします。 

 これは、昨年度、国の方針で、コロナ禍の影響、感染拡大を防止するという意味で、１年間

手続なしで延長になったんですね、自動延長になったのでこの人数になっているということで

す。 

 あと、難病のほう、代わります。 

○真道係長 事務局、真道です。 

 人工透析と難病についても、自立支援と同じく自動延長になったので申請する必要がなかっ

たんですが、それならば、なぜ、申請者がいるのかといいますと、前年の所得によって病院で

払う自己負担額というのが決まっているんですけれども、前年に比べて所得が落ちた方につい

ては、高い金額で更新されてしまっていますので、新たに申請をすると自己負担額が低くなる

ということで、そういった方は申請をいただきましたので、申請した方もいるというような数

字になります。 

○堤委員 ありがとうございます。非常に納得しました。 

○小野委員 実質の利用は減っていないんだよね。 

○堤委員 何か800人も亡くなったのかと思ってすごく怖かったんですけれども、よかったで

す。 

○小野委員 ありがとう、見落としていた。 

○石渡会長 ありがとうございました。 

 それでは、お願いいたします、風間さんの。 

○福永主任 すみません、事務局の福永です。 
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 風間さんの接続が少し調子が悪そうなので、今、御意見とか御質問ですね、伺ってきました。 

 資料２－③になりまして、サービス提供体制確保のための方策の実施状況ですね。こちらの

ナンバー２の同行援護なんですけれども、当事者団体との懇談会を開催しましたというふうに

書かれていて、これはどういう団体とどういうやり取りをして、どういう結果に、結論になっ

たのかというところを教えていただきたいという御意見でした。 

 これについては…… 

○石渡会長 石渡です。事務局、お分かりになる方、いますか。同行援護に関する当事者団体

との懇談会。 

 お願いします。 

○岡担当課長 事務局の岡です。 

 この当事者団体は、風間さんも所属されている視覚障害者協会の皆さんと例年障がい福祉課

とで秋口に行っている懇談会のことを指しています。そこには社会福祉協議会なんかも参加し

ていただいていて、平素のヘルパーの利用であるとか、協会の皆さんからの御質問だとか御要

望に対していろいろ、情報共有をしたりだとか、意見交換をするなどというようなものでござ

います。 

○石渡会長 ということですが、風間委員、聞こえたでしょうか、こちらの説明。 

 それではちょっとまた……どうぞ。 

○井上職務代理 風間さんの御質問は、その内容について、わたって質問されているようです

けれども、どうですか。 

○岡担当課長 事務局の岡です。 

 ちょっとすみません、内容の詳細までは記憶が定かではないんですけれども、例年ある議題

としては、同行援護の利用時間数であるとか、サービスの利用しやすさの話題であるとか、あ

とは、日常生活用具の御要望であるとか、そういったものをお受けしていたかと存じます。 

○石渡会長 石渡です。ありがとうございました。ちょっとこの説明で了解いただけるかどう

か不安でもありますが、今、電話で確認をしていただいています。 

 馬場委員、どうぞ。 

○馬場委員 ガイドヘルパーステーションのほうの実施事業者としてですけれども、岡課長が

言われたように、視覚障害者協会の方と障がい福祉課と社協の３者で話をしております。 

 具体的な内容として例で挙げると、依頼したものがどの程度実行できているのかとか、その

ようなのをいただいております。お答えとしては、ほとんど、100％に近い形で対応はしてい
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ますというようなお答えを差し上げております。 

○石渡会長 石渡です。馬場委員、補足説明、ありがとうございました。 

 それでは、今年度いろんな課題が整理されましたけれども、一応2020年度の実績の振り返り

は以上で一旦終了とさせていただいて、この後……どなたか、ごめんなさい。 

○山口係長 町野委員が挙手されています。 

○石渡会長 すみません、ごめんなさい。 

 町野委員、どうぞ。 

○事務局 町野委員、マイクのミュートを解除した上で御発言、お願いをいたします。ありが

とうございます。 

○町野委員 すみません、町野です。 

 皆様のように専門的なことはよく分からないんですけれども、大変基本的なことを聞くよう

で申し訳ありませんが、ちょっとお聞きしたいので、資料２－②なんですけれども、そこの日

中一時支援というところの項目で、2015年から検討、検討、検討ということで全く実施されて

いない、これも検討に入って、例えば、３番の住宅入居等なんかは、全く実施されなかったの

が、今、検討に入っていたり、少し進んでいるかと思うんですね。 

 以前、前に放課後のデイサービスなんかがかなり普及しているのでこちらはというようなお

話があったんですけれども、やっぱり、ここに日中一時支援事業のニーズが高まっていますと

いうふうに書いてあるので、ニーズが高まっているのに６年間ずっと同じ検討で来ていますけ

れども、これは、例えば、検討の内容が少しずつ、年々少しずつ何か向上しているのか、ある

いは、土日なんかもどうしているかということもあるので、ニーズが高まっているんだったら

少しお話がいっていないのかなというふうに思うんですが、６年間ずっと実施もされないとい

うことは、少しは向上しているのか、話の内容が少しずつ進捗状況があるのか、それとも全く

同じ状況なのかをお聞かせいただければなというふうに思います。 

○石渡会長 石渡です。ありがとうございました。 

 この日中一時支援については、どなたか事務局お分かりの方、いらっしゃいますか。 

○小野委員 僕が答えましょうか。 

○石渡会長 じゃ、小野部会長……期待してしまったんですが。 

 じゃ、事務局。 

○岡担当課長 事務局の岡でございます。 

 日中一時支援、確かに資料上はずっと検討、検討、検討、未実施という形になってございま
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して、なかなか、率直に言えば検討は進んでいないような状況がずっと続いているというよう

な形になってございます。すみません。 

○石渡会長 石渡です。ということです。進んでいないということですが、何か小野部会長が

補足をしてくださるようです。 

○小野委員 小野です。町野委員、ありがとうございます。 

 ５年どころか、自立支援法ができて以来、15年間この日中一時支援は実施できていないです。

計画部会ではずっとこの辺、日中一時支援の具体化を求めてきているんですけれども、先ほど、

岡課長が答えたように、町田市としては実施できていない。 

 その一番の要因は、地域生活支援事業の財源が市町村財源なものですから、介護保険で言え

ば総合事業ですね、それに相当します。なので、町田市としては踏み切れないという実情です。 

○町野委員 ありがとうございます。 

○石渡会長 という町田の事情をお聞きしましたが、やはり、ニーズはあるということですの

で、今後の課題ということで、第６期に検討を進めていただきたいというふうに思います。 

 それでは、ほかに今までのところで何か御発言がおありの委員の方いらっしゃいますか。大

丈夫でしょうか。 

 それでは、この５期の振り返りについては、すみません、今後の課題が見えてきたので、今

後の第６期のところで継続してということで、そのためにも事務局は関連する課に情報を提供

して、課題を認識していただけるようにお願いをしたいと思います。 

 それでは、ちょっとまだ何か中途半端な気がいたしますけれども、ここまでにさせていただ

いて、次の３番目、町田市障がい者プラン21－26の重点施策、2021年度の課題というのに移ら

せていただきます。 

 すみません、事務局、御説明をお願いいたします。 

○由谷主事 事務局の由谷です。それでは、資料３－①と資料３－②について説明させていた

だきます。 

 まずは、資料３－①を御覧ください。 

 こちらの資料は、障がい者プラン21－26で掲げている20個の重点施策について、各施策の今

年度の目標値と７月時点での進捗状況をまとめたものになります。 

 資料作成に当たりまして、各重点施策の事業内容と目標値については簡略化して記載してお

ります。詳しい内容は冊子を一緒に見ながら御確認いただきますようお願いいたします。 

 また、前計画の第５次町田市障がい者計画では、年度終了後に報告を行っておりましたが、
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今回の障害者プランは取組の途中段階で報告を行い、部会、協議会でいただいた意見を参考に

させていただきながら残りの期間を取り組んでいくといった流れで現在進めております。 

 特に今年度は検討を行う事業が幾つかございます。 

 具体的には、こちらの資料の、２、暮らすことの重点施策５番になります。重い障がいがあ

る人が利用できるグループホームのあり方の検討という事業が、今年度の目標値が会議体の設

置に関する検討となっています。 

 また、その下の重点番号６の、既存の事業所の活用による重い障がいがある人の日中活動の

場の確保方策の実施、こちらの事業についても、今年度、好事例の収集でしたりとか、運営課

題の把握といった検討が目標となっています。 

 また、その下の７番、障がいがある人の就労に関する実態調査、こちらも調査内容の検討が

今年度の目標となっております。 

 そのほかには、９番の差別をなくすこと・権利を守ることの、重点番号17番になります、障

がい者への理解促進及び差別解消の推進に関する条例制定、こちらの事業も今年度は条例制定

に向けた情報収集を行うといった目標になっております。 

○福永主任 すみません、ちなみに、重点番号の７番につきましては、あした就労・生活支援

部会のワーキングということで調査の内容を検討することになっています。 

○由谷主事 こういった事業につきまして、こんなことも検討してほしいといった御意見があ

りましたら、ぜひ、参考にさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、今回いただいた質問の中で、障がい福祉課以外の所管の取組のためにこの場で回答が

できないものにつきましては、いただいた御意見を所管課に伝え、回答が必要なものは後日共

有させていただきます。 

 今後の各事業の進捗状況につきましては、冬頃に障がい者計画部会の委員の方々に書面で報

告を行う予定となっておりますので、そちらで報告したものを第４回の協議会で共有させてい

ただく予定です。その際にまた改めて御意見をいただけますと幸いです。 

 最後に、資料３－②につきまして、こちらは資料３－①の各事業の進捗状況について、第２

回の障がい者計画部会でいただいた御意見をまとめたものになります。こちらも併せて御覧く

ださい。 

 説明は以上です。 

○石渡会長 石渡です。ありがとうございました。 

 それでは、次期の計画で特に検討課題ということで事務局から御説明をいただきましたが、
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委員の皆様それぞれのお立場で、いや、こんなこともぜひ、というようなお考え、ございまし

たらばお願いをしたいと思います。 

 では、小野委員。 

○小野委員 資料３－②は事務局が説明をしていただいたように、計画部会で出された意見で

す。先ほど重度のグループホームの在り方の検討とか、日中活動の各方策の在り方とか、検討

中ということなんで、これは、ぜひ、その検討状況、進捗状況はその都度知らせていただきた

いと思います。 

 それから、３番、日中活動・働くことの重点番号７番の、これも先ほど、あしたワーキング

グループ等でその調査項目の検討をということだったので、できれば、その調査項目の案がで

きたら、それも計画部会、委員のほうにもいただきたいなと思っています。お願いします。 

 それから、次は質問なんですけれども、７番の情報アクセシビリティの重点番号の13番で、

手話通訳の普及促進があります。2021年度の目標としては、手話通訳者の設置要請の範囲を広

げて実施、今の進捗状況は、設置要請の拡大に伴う対象範囲についての調整中ですと、これを、

具体的な中身を教えてください。 

 それと、もう一つが、先ほどの９番の差別解消の条例制定に向けてなんですが、当面は情報

収集ということなんですけれども、もし、検討の進め方、この協議会や各部会のどこで、どう

やって検討していこうとするか、その辺の事務局での検討状況で分かる範囲、公表できること

があれば教えていただきたいです。 

○石渡会長 石渡です。小野委員、ありがとうございました。 

 今後、御報告いただきたいことと、今の質問ということで、手話通訳、差別解消の条例につ

いて、ございましたが、いかがでしょうか。 

○真道係長 事務局、真道です。 

 手話通訳者の設置要請の範囲なんですけれども、近年、非常に要望が多いのは、習い事、カ

ルチャーセンター等なんですけれども、現在、１回の講演会等については派遣をしているんで

すけれども、週１回１年とか、半年とかいう長期間にわたるものについては、残念ながら手話

通訳者の確保ができないということで、今までずっとお断りをしているような現状がありまし

て、そこを何とか、じゃ、２回までならできるんじゃないか、３回までならできるんじゃない

かというところで広げていきたいなというふうに考えております。 

 主立ったところでは、そんなところです。 

○岡担当課長 事務局の岡です。 
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 差別の検討状況ということで、御紹介したプランの中では、今年度、情報収集ということで

掲げてございまして、ちょうど今年度、町田市の５か年計画が改訂、策定年度になります。ま

た、障がい者プランの上位計画である地域福祉計画ですね、今度、（仮称）ホッとプランとい

った名称で今策定作業を進めているんですけれども、市の５か年の計画、市の上位の福祉計画

の中にこの差別の解消の関係のことを位置づけていきたいというふうな形で、今、事務局とい

うか、庁内の中で推進をしているというようなところでございます。 

 今後のスケジュールについては、そういった計画の中に位置づけながら、来年度ですね、ど

んな検討体制でやるかといったことそのものについても少し検討していきたいというふうな考

えでございます。 

 以上です。 

○石渡会長 石渡です。という御説明をいただきましたが、小野委員、何かございますか。 

○小野委員 浅野さん…… 

○石渡会長 浅野さん…… 

○小野委員 いや、聴覚障害者協会の方なので。 

○浅野委員（通訳） 私は特にないんですが、大丈夫です。 

○石渡会長 浅野委員、大丈夫ですか。 

○浅野委員（通訳） はい、大丈夫…… 

○石渡会長 特に御発言…… 

○浅野委員（通訳） ありがとうございます。 

○石渡会長 すみません。 

○浅野委員（通訳） 内容については、もう少し詳しく確認をしてから、また何かあればお聞

きしたいと思いますので、また、今後障がい福祉課などにも何かありましたら相談に行きたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。 

○石渡会長 石渡です。浅野委員は、では、遠慮なく障がい福祉課のほうに改めて御意見を、

どんどんほかの委員の方も、今日は時間も限られていますので、言いそびれたことがあったら

お願いをしたいと思います。 

 でも、まだ今の時点で何かこのことという委員の方いらっしゃいましたら、お一人、お二人

ぐらいは大丈夫…… 

○後藤主任 清水委員が…… 

○石渡会長 清水委員、どうぞ。 
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○清水委員 就労・生活支援センターLet'sの清水です。 

 資料３－①で２点、意見があります。 

 １点目が、３番の日中活動・働くことの障がい者就労・生活支援センター等を中心とした連

携強化会議というところです。 

 昨年度末ですかね、町田市主催で就労移行と委託事業とを中心とした連絡会議というのを開

催をして、定着支援における引継ぎシートというのを作成して、その意見交換をしました。 

 就労支援においては、この定着支援というのが非常に大きな課題になっていまして、給付事

業の定着支援事業と、それから、委託事業における定着支援事業、これのちゃんと機能、役割

を整理していくことというのが非常に必要だろうということで、この引継ぎシートを作成しま

した。今後は、そのシートをどう活用して連携を深めていくのかというのが一つ大きなテーマ

になるかなと思っています。 

 それから、もう一つ、相談事業の部分です。今、地域生活拠点事業というのを部会の中で検

討していますけれども、相談のセンター的な役割は、町田の中では５か所、障がい者支援セン

ターであります。それから、まちプラという地域活動支援センターがあります。 

 それから、就労系では、委託事業として、Let's、りんく、らいむという３か所があります。

そこと民間で行う相談支援事業、それから、障がい福祉課が担っている基幹型のセンターです

よね、ここの機能、役割というところも整理していく必要があると思っていまして、連携を深

めていくには、お互いがどういう事業をしていて、どういう内容を行っているのかをしっかり

把握する必要があると思っているんですが、まだまだそこに至れていないのが現状です。 

 なので、そのあたりをもう少し、連携を深めていくためにはしっかりお互いの事業を知ると

いうことと、それを市民にちゃんと適正に伝えていくということも求められていると思います

ので、ぜひ、取り組んでいけたらいいんじゃないかなと思っています。 

 以上です。 

○石渡会長 石渡です。清水委員、ありがとうございました。就労定着支援のことと、相談に

関する機関の連携ということで、新しい動きがあるという情報を提供していただきました。ま

た、今後については引き続き経過を教えていただければと思います。ありがとうございました。 

 ほかに、どうぞ。 

○福永主任 事務局の福永です。風間委員から御意見を伝言ということで代読させていただき

ます。 

 ちょっとこの重点事業と直接は関連しないんですけれども、情報アクセシビリティの部分と、
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あと、行政サービスのことに関係するのかなというところでして、視覚障がいの方が公の施設

に行くときに、基本的には音声でここは○○センターですとか、そういう案内の設備がありま

すけれども、町田市の南市民センターとかでは、それが機能していないようで、設備はあって

壊れているのか、もしくは、ついていないのか、もしかしたら、ついていて壊れているだけか

もしれないんですけれども、職員があまりその仕組みを理解していないというところで、やは

り、日常的にそういうところに訪れる方にとって、きちんと機能するように、行政の職員がそ

れについてきちんと把握しておく必要があるというところが進んでいないのではないかという

御意見でしたので、この場でお伝えさせていただきます。 

 御意見でした。 

○石渡会長 石渡です。今、風間委員からの御発言、改めて確認をさせていただきました。 

 という風間委員のお話なども聞きますと、障がい福祉課以外の担当部局にしっかり情報提供

することが大事かということを改めて思いましたので、お願いをいたします。 

 それでは、予定の時間も、すみません、過ぎていますので、ちょっと御発言しそびれたとか、

このことをもっときちんと事務局に伝えておきたいという方は、この後、事務局受けてくださ

るということですので、そのようにさせていただいてと思います。 

 あと、最後に、その他ということで準備をしていただいているので、何か情報提供いただけ

るようなこと、ありましたらば、事務局、委員の皆様、お願いをいたします。 

 事務局、特によろしいですか。 

 委員の皆様から何か情報提供いただくようなことございましたら、お願いをいたします。 

 特によろしいですか。 

 それでは、限られた時間ですけれども、貴重な御意見、たくさんありがとうございました。 

 それでは、進行をまた事務局にお返しいたします。ありがとうございました。 

○山口係長 事務局の山口です。石渡会長、進行、どうもありがとうございました。 

 本日は、次第としましては、こちらをもちまして閉会となりますが、改めまして、その他と

いうことで、今回あります報告事項、議事以外で何か連絡事項等がありましたらばということ

で、清水委員、何か連絡事項、皆さんにお伝えすること等、どうでしょう。 

○清水委員 清水です。 

 この４月に復帰したばかりなんですけれども、今回をもって、私、委員を降ろさせていただ

いて、別の者を就労・生活支援センターLet'sから委員として参加させていただきたいと思っ

ております。 
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 理由は、私、Let'sのセンター長をこの９月の末で降りる形になりました。相談支援事業の

ほうに専念をしていく予定でおりますので、それに伴い、Let'sとしてここに出席するという

ところではなくなったものですから、次のLet'sの職員にバトンタッチしていきたいと思いま

す。いろいろとありがとうございました。また別の場面で意見を出していきたいと思います。 

○山口係長 清水委員、ありがとうございました。後任の委員の方につきましては、また別途

というところで調整をさせていただいた上で御連絡をさせてもらいたいと、皆様に御連絡させ

ていただきたいと思います。 

 ほかにどうでしょう、特に連絡事項等、事務局のほうからありますので、お願いします。 

○後藤主任 事務局の後藤です。 

 先ほど、意見を言いそびれた方は事務局までというお話、会長からさせていただいたと思う

んですけれども、御意見ですね、メールですとかファクス等、お電話等でも構いませんので、

障がい福祉課のほうまで御連絡いただければと思っております。 

 集約等の関係もありますので、１週間程度ぐらいでいただけますと大変ありがたいです。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○山口係長 ほかにはいかがでしょうか。 

 特になければ、以上をもちまして、2021年度第２回障がい者施策推進協議会を閉会いたしま

す。 

 本日はどうもありがとうございました。 

午後８時０８分 閉会 


